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■岡山県の南東部に位置し、県庁所在地である岡山市に隣接

■岡山市の中心部から市役所までの距離は約16km

■中央部から南部にかけての平野には、既成市街地と田園地帯

が広がる

■北部から東部にかけては、緑豊かな山地や丘陵地に集落が点
在

■市の東端を岡山県三大河川の吉井川が流れる

■瀬戸内式気候に属し、年間を通じて温暖で比較的晴天が多く

積雪も少ない

赤磐市の立地条件

赤磐市

町

■沿革 平成17年3月7日（赤磐郡５町のうち山陽町・赤坂

町・熊山町・吉井町の4町が合併編入）

■人口 約4.4万人（Ｈ３１.4.1）

■面積 209.36Ｋ㎡ （県土の約2.9％）

南部地域（旧山陽町） 中部地域（旧赤坂町） 東部地域（旧熊山町） 北部地域（旧吉井町）

岡山県の中心都市
H21.4政令指定都市に移行

１．赤磐市の概要
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２．赤磐市の特徴
都市的環境（既成市街地）
■都市計画区域に指定（当初決定は昭和44年）

■高度経済成長期に２つの大型ベッドタウンが誕生

■人口の増加・インフラ整備により,商業施設等が集積し、中心市街地を

形成

農村環境（既成市街地周辺）
■市街地周辺には優良農地が広がる
■桃・マスカット等の果樹生産が盛ん

人口の分布状況

岡山ネオポリス

山陽団地

防蛾灯

自然環境（市北部）
■市の北部においては森林面積が約７割を占める山村地域
■岡山三大河川の吉井川が南北に流れる
■竜天天文台公園、吉井城山公園、オートキャンプ場など
自然を活かした観光・レクリエーション施設が豊富

ゆるぎ岩 熊山遺跡 吉井城山公園竜天天文台

防蛾灯
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〇防災・減災、国土強靭化を推進する必要性が高まっている

〇高度経済成長期に建設された大量の上下水道施設が更新

時期を迎えている

〇技術職員の不足・技術継承の遅れ

〇事業運営能力や技術力、現場対応力の低下

〇赤磐市における下水道普及率７７．８％

３．上下水道事業の現状

４

PPP/PFI等による民間活力を導入した下水道事業を都
市自治体が実施するにあたっては、公民が連携して公
共サービスを提供することがサービスの質の維持・向
上に効果的であることを国民へ周知する必要がある。



【事業スキーム概念図】

４．事業のスキームと期待される効果

５

監視システム更新



【10年間の削減効果額】令和4年度～令和13年度

【ＶＦＭ】包括的民間委託拡大
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【コンセッション導入への見通し】

コンセッション導入は、市民感情や庁内検討の状況、既存
業者の技術力等から判断し時期尚早である。

《理由》

・コンセッションに対する事例や情報が不足している。

・地元企業の技術力確保？

↓

地元業者と全国展開の業者ＪＶ 包括的民間委託

・民間事業者の意見では、一定の事業規模が見込めない場
合、コンセッション導入が困難との意見が多くみられる。

５．今後の施策展開
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【上下水道施設の包括委託】

《施設運転管理の現状と課題》

《課題解決の方向性》

合理的な範囲で民間活力を活用し、包括委託を拡大する。
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《導入により見込まれる効果》

上下水道施設の運転管理業務を包括委託することで、以下
の定性的・定量的効果が期待できる。

・外部委託による技術や人材の確保

・包括委託拡大による民間の参画意欲の拡大

・競争原理による価格低減
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６．民間業者の意向
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・山陽浄化センターの運転管理業務は対応可能との意見が多数
であった。 【計画汚水量6,422 ㎥/日（日平均）に対し、令和元年
度実績5,102 ㎥/日（日平均）稼働率79.45％】

・小規模施設の運転管理は、「前向きな企業」と「業務範囲から
除外することを求める企業」の双方がみられた。

・業務範囲が広く、一体的に管理することで、参画意欲が高まる
とし、民間事業者に自由度を求める意見が多くあった。

・料金徴収・窓口業務だけの委託では採算が合わず、施設運転
管理も含めた包括委託が望ましい。

・将来的な広域化を見据えれば、更なる効率化の可能性も期待
される。

・地元企業との連携に前向きであり、地元雇用や技術講習会開
催によるスキルアップなど地元還元を考えている企業もあった。



７．本市でのＰＦＩ事業事例紹介

赤磐市複合型介護福祉施設事業が受賞！

「まちのチカラを引き出したＰＰＰアワード２０２０」
事業開始２年目となった公設民営の「あかいわハートフル太
陽」は、地域の高齢者や障がい者の方が、住み慣れた地域で、
いつまでも安全・安心に、一人でも暮らしていくことができる施
設、誰もが気軽に立ち寄り、多世代で集うことができる地域交
流の拠点施設を目指しています。
こうした取り組みが評価され、日経ＢＰ総合研究所が主催す
る「まちのチカラを引き出したＰＰＰアワード２０２０」に公民連携
の先進事業として入賞しました。
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８．私の経験で

下水汚泥のセメント資源化におけるモーダルシフト
再生と利用

下水汚泥資源利用協議会誌

2001 Vol.24 NO.90

岡山市 下水道汚泥の処理・安定的な有効利用のPJ

①安定性 安全性

②経済性

③リサイクル性

④民間活用促進
岡山山口 広島

宇部興産

セメント工場 浄化センター

３５０㎞ ４５～６７ｔ／日

下水道汚泥
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○人口減少による収入減少

○施設老朽化による更新需要の増大

○人材不足

官民連携による効率的な運営推進
・中小都市に望まれるスキーム

・包括外部委託の推進

・地元企業、技術者の育成

・民間主導によるサービス低下へ懸念の払拭・世論の醸成

９．まとめ
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